
















倉初期に成立したとされ ﹃二中歴﹄には﹁儒職歴﹂ ﹁詩人歴﹂の双方に名を列ねている とからも、彼 文人の身でありながら、儒者
としても高名であったことが窺える。
以上のように、匡衡は﹁文人︵文士︶ ﹂ ﹁儒者﹂ ﹁詩人﹂といった様々





















人﹂の語義の幅は広く、 ﹁儒者﹂ ﹁詩人﹂の意を兼ねるものの、実際には﹁儒者﹂ ﹁詩人﹂の意と区別して使われることが多い。
匡衡自身の詩文には﹁文人﹂の用例は一つしか見られないが、その


































入り、十六歳で大学寮 寮試を受け 擬文章生になった。これこそ彼が﹁文道﹂に入っ 起点であろう。当時の大学寮は紀伝道︵歴史、漢文学︶ 、明経道︵儒学︶ 、明法道︵法律︶ 算道︵算術︶という つの構成であった。大江氏は紀伝道の直曹文章院の東曹を分掌して た



























































































































比較して、音人を﹁本才 学問を基礎とする実務型文人官僚﹂ ﹁在朝の通儒﹂と評す のに対して、是善 ﹁常に風月を賞で、吟詩を楽しむ﹂ ﹁詩人﹂と評して、 儒家と という、文人における二つの生き方が音人と菅原是善の生涯 上に具現化され ﹂と論じ
た5
。滝川
幸司氏は﹁詩人無用論 につい 論を深め ﹁詩人 存在自体が無用だと非難している ではなく、政事・実務に 人 ど無用であ ﹂と考察した上で、 ﹁紀伝道出身者は儒家であることが前提であり⋮⋮儒家の内側に詩人が存している﹂と述べ ﹁儒家と詩人 対立すべき存在な か﹂という疑問を提示したのであ
る6
。以上の論考からみれば、



















































































































































































何時開﹂と訴え、儒者として栄誉を期し、温潤溢れる﹁王沢﹂に浴したいとする期待を表している。匡衡の時代には、 ﹁文章経国﹂の理念は唱えられなくなったが この詩では﹁吾が土﹂に作物が雲のようにみちみちるこ を願っているということからは、経世的な思想が読み取れる。
二句目にある﹁為儒為吏﹂については、 ﹁儒﹂とは詩題にいう﹁翰





















































































































































































































文人の任を申し出たが、評定の博士は不公平にも推挙してくれなかったと詠じた。ここでいう﹁文人﹂とは釈奠文人のことであり、春秋の釈奠の際、詩を賦して献上する大学寮 擬文章生のことである。ここでの﹁文人﹂は工藤重矩氏の﹁文人﹂の三番目の分類にかかわるもので、 ﹁賦詩を伴う行事における一種の儀式用語﹂ ﹁選定され献詩者の資格を持つ者﹂と理解できる。
匡衡は詩会の作者として多くの詩宴に姿を現していた。そのよう











































と、匡衡はここで﹁風月﹂の名を身に帯びていると自負しながら、 ﹁風月﹂の席と縁が浅いことを述べ いる。 ﹁漢宮﹂は漢の宮殿、 ﹁梁園﹂は漢代、梁の孝王 営んだ庭園であるが、ここでは、 ずれも匡衡から遠く離れている宮中の とを指す。 ﹁鳳琴﹂とは﹁鳳凰琴﹂のこと、
二一
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﹂ ︵ ﹃白氏文集﹄巻七十一﹁香山寺白氏洛中集記﹂ ︶











































































































































と詠まれている。この一首は﹁翰林学士﹂ ﹁吏部員外﹂という官職名から、匡衡が文章博士と式部権大輔を兼任した寛弘六年︵一〇〇九︶に作られたと推定でき 詩の中では、彼は文章博士を務めているが、さほど激務ではなく、また、式部権大輔に任じられているが、同輩たちに後れを取っていると詠じ、儒者 しての沈淪 訴え 。頸聯上句に﹁鮑叔﹂とあるのは、鮑叔牙と管仲 故事 よる。管仲は鮑叔牙の推挙 よって斉の桓公に重用され 鮑叔牙が自分のことをよく理解し、支えつづけてくれたため、 ﹁知
レ
我者鮑子也﹂と言って、深い

















































































































希望していたのであ 。 ﹁伯春﹂は後漢 碩儒召馴のことであり、彼は博学で章帝の侍講を務めて、章帝の厚遇を受けたという。 ﹁余子﹂
は﹃荘子﹄ ﹁秋水﹂に出ている、邯鄲の都風の歩き方を学ぼうとして、本来の自分の歩き方まで忘れてしまった寿陵の若者のことである。この二句に 、匡衡はあの後漢の碩儒召馴のように、学問によって栄誉を得たが、まだ﹁詩家の宗匠﹂にはなれない、学問の道を歩んでもその険しさに苦しんで進めないことの悔しさがにじみ出ている。匡衡は自ら﹁文人﹂ ﹁儒者﹂と意識し、未だ遂げら ぬ人生 目標を掲げていたと考えられる。
????
匡衡の﹁文人﹂としての性質を﹁能文の人﹂ ﹁儒者﹂ ﹁詩会の作者﹂





































没頭した。 ﹁泗水﹂は孔子がほとりで道を説いた川であり、 ﹁尼山﹂孔子の生まれた山であり、この一句は孔子ゆかりの場所を 学に譬
二五
????????????????
え、匡衡が学問に耽り、儒学を究めようとしている姿勢と意気込みを示している。 ﹁文峰﹂は詩文を峰に、 ﹁学海﹂は学問を海に譬え、この一句は毎日詩文や学問を嗜む様子をうかがわせる。つまり、匡衡は自らを儒者文人すなわち﹁文儒﹂として自覚していたこ がわか 。
紀伝道出身者の匡衡は、 ﹁風月の名﹂という文人としての自負を持っ
て、 ﹁風月の席﹂で詩文の道を貫こうとする意欲を明らかにした。一方で、彼はまた文章によっ 朝廷に仕える儒者であり、公卿にな 理想をかかげ 昇進を待ち望んでいた。匡衡は﹁儒者﹂ ﹁文人﹂の役目を﹁文儒﹂という語句で表現しながら 人生を歩んでいたと言えよう。?
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 木戸裕子﹁江吏部集試注七﹂ ︵ ﹃鹿児島県立短期大学紀要﹄五一号、二○○○年 月︶を参照。
